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未来を見据えて立ち向かう姿勢

105 豊中駅前まちづくり推進協議会まちづくり掲示板

“まちを元気にする” 
豊中駅前のお店めぐり 21

まちづくりニュースは 
協議会サイトでも 
お読みいただけます。 

QRコードでアクセスできます！ 
https://toyonaka-machikyo.com/

今回は本格カオマンガイ＆タ
イ屋台飯の「タイキック
（THAIKICK）さんを紹介しま
しょう。 

このお店は、タイ王国をこよ
なく愛し、何十回も渡航され
た創業者がスクランブル交差
点の北東角に建つビルで開業
されましたが、その後、少し
箕面街道を進んだ現在地でリ
ニューアルオープン、2022年 

7月26日からは二代目の田中

「オンライン井戸端会議」などの企画は月に１
度のペースで開催し多様な立場からご参加いた
だきました。このような取り組みの中で「未
来」につながる「芽」が出始めました。 

「着物姿でまちあるき」の企画は昨年秋に開催
しましたが、４月15日に第２弾を開催予定で
す。（まちづくり掲示板参照） 

また５回連続のまちづくり勉強会ではご参加い
ただいた方々と学びを深めています。 

豊中市も「豊中駅周辺再整備構想」のもと来年
度イベント・企画を開催されるそうです。 

これらの企画・イベントが安心・安全・快適
で、魅力あふれる歩きたくなるまちの実現につ
ながるよう、協議会としても取り組みを進めて
いきます。 

一方、これまでの取り組みの中でまちづくりを
進める上での「課題」も目の当たりにしまし
た。

タイ料理店タイキック(THAIKICK)

店長が切り盛りされていま
す。食材や調味料は、基本的
にタイのものを使用、本場の
味にこだわっています。タイ
のビールも好評ですが、特に
おすすめのメニューはカオマ
ンガイで、鶏スープで炊いた
タイ香り米ジャスミンライス
に、ゆで鶏をのせ、甘辛いタ
レをかけて食べます。

新年度が始まりました。種まき、ポットあげ、苗
植えと植物にとっても全てが始まる春です。 

この春の作業は駅前全体の花壇のデザインを決
め、1年を通じてみんなで花を楽しむスタートライ
ンです。主な活動は種まき、ポットあげ、植え付
け、ハンギングバスケットづくり、土づくり、草
抜きなど。 

今年はベゴニアを中心にゼラニウムの刺し芽、し
ろたえ菊なども植えていく予定です。どんな花壇
になるか一緒に作ってみませんか。「こもれびガ
ーデン」は一番街の入り口にあります。

私たちと一緒に 
まちでお花を 
育てませんか？

毎週火曜日午後２時から
「こもれびガーデン」で作
業をしています。お時間が
あるときのみでOKです。楽
しくおしゃべりしながら一
緒にお花のお手入れをして
くれる仲間を募集中です！

連絡先：06-6852-7661 
（環境部会：小林）

令和４年度の協議会は「共に生きるまちの広
場になる」というテーマを掲げてさまざまな
活動に取り組んできました。 

この１年を振り返りながら、令和５年度以降
の豊中駅前のまちづくりについて考えます。

令和５年４月１５日（土） 

（雨天順延４月１６日（日）） 

集合時間：午後1時 

集合場所：豊中駅前人工デッキ 

　　　　（きたしん豊中広場）

第２回着物姿でまちあるき

令和４年度は豊中市社会福祉協議会の勝部麗子
さんを講演の講師としてお招きし「未来に向け
てまちを耕す」「つながりを大事にする」「み
んなでまちを育んでいく」という思いを再確認
してスタートしました。  

Zoomを活用した「まちづくり講座」では、「地
域共生社会/震災時の水のはなし/まちの歴史/
防災」などのテーマで講座を開催し、まち歩き
も実施しました。

この課題をどう整理し、次の取り組みをどのよ
うに進めるか…。これは、まちづくりをする目
的や、「目指すべき姿」「ビジョン」により見
定められるのではないでしょうか？

未来に向けたまちづくりの「芽」「種」を育
み、これまでの歴史や多様な考えを持つ人を思
いを調和させてまちづくりを進めたい…。 

このような思いを形にするために、まちの未来
をともに描き、それを見据えて行動すること。 

目の前の壁に対し、スクラムを組んで立ちむか
う姿勢こそが大事なのではないでしょうか？

まちづくりのように答えがない問いを解き続け
る営みの中で、結果も重要でありながら課題に
向き合う姿勢や在り方こそ大事ではないか…。 

きっと、子どもたちはそこに何かを感じ取り、
不安定な時代に自分達の生きる道を見出してく
れると信じています。

本町4丁目1－27 

06-6335-7484

【営業時間】 
11:30～14:30  
17:00～23:00 
（日曜祝日は22:00まで） 
水曜日と 
第２･第４火曜日の夜は 
お休みです。

まちのつながりづくりと課題

👆QRコードを 
チェック

本町３丁目遺跡発掘調査

２月１２日（日）豊中市本町３丁
目にて遺跡発掘調査現地説明会が
開催されました。 

説明会には驚くほどたくさんの方
が訪れられました。 

古墳時代の歴史に触れ、当時の
人々の生活に思いを馳せる機会に
なったのではないでしょうか？

お揃いのエプロンで活動しています！

日本の文化である着物を見にまとい、暖か
な日差しの中でまちあるきをしませんか？ 

協力店募集

当日着物で来店された方にドリンク
割引サービスなど特典を提供してい
ただけるお店を募集中です！ 

ご協力よろしくお願いします 

090-8238-3425（協議会事務局）



新京阪線が“阪急”京都線に
なってほぼ１年経過した
1950(昭和25)年10月～12月
に、阪急全線を走行できるこ
とを目指す｢阪急標準車体｣を
持った電車が登場します。元
新京阪鉄道の主力車両である
デイ100形の車体長(62フィー
ト6インチ：約19ｍ)と、神戸
線800系の車体幅(2.7ｍ)を持
つ神戸線用810系と京都線用
710系です。架線電圧1500ボ
ルトの京都線も600ボルトの
神戸線でも運転できる複電圧
車で、前回紹介した神戸－京
都間直通特急も800系から810
系に代わりました。 
810系も710系も、車体は傍系
のナニワ工機(→アルナ工機
→アルナ車両)で製造されま
したが、主要電機品は、810
系が東芝、710系は東洋電機
製造の製品を使っています。

阪急では小林一三が三井銀行
に勤務していたことから、も
っぱら系列の東芝製品を使っ
ていると言われています。一
方、元々は京阪電気鉄道だっ
た京都線の電車には、京阪の
役員が設立した東洋電機製品
を使っていて、それは現在ま
で続いています。 
ただ阪急全線で運転すること
を目指した“標準形車
両”も、宝塚線に入線できる
までにはもう少し時間が掛か
ります。そのことは次回にお
話ししましょう。 
写真は810号ほかの4連です。

阪急標準車両登場

阪急810系

4月16日
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まちづくりは誰のために何の
ために誰が取り組むものなの
でしょうか…？  

50年ほど前、私は学生時代の
５年間を東京原宿で暮らしま
した。当時の竹下通りはごく
普通の住宅街でした。 

美容院や八百屋さんやお蕎麦
屋さんなどが何軒かあり、お
しゃれな喫茶店や有名人のお
店がポツポツできていまし
た。 

そこから原宿竹下通り周辺は
若い人たちのまちとして全国
的に有名になりました。 

ただ、交通の便もよく緑もあ
り穏やかに過ごせるまちだと
住居を構えておられた方や、

第８回

自身の想いを込めてお店を営
んでおられた人たちは、まち
の変化をどう感じられたでし
ょうか？ 

豊中駅周辺のまちづくりにお
いて、このまちに関わる人が
どんなまちを望むのか？ 

お店を営む人・住まう人・ま
ちに関わる人は何を望み、そ
の声はどう反映されるのか？  

これからのまちづくりが、た
くさんの立場の人たちが情報
を持ち寄り、互いの意見を聞
き合い、折り合いをつけなが
ら 進められていきますよう
にと願います。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　Y.M.
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